
発行／新城市議会　編集／広報広聴委員会　愛知県新城市字東入船 6 番地 1　TEL 23-7657 メール gikai@city.shinshiro.lg.jp

■
特
集「
議
会
報
告
会
」
…
…
…
1
〜
4

■
一
般
質
問
…
…
…
…
…
…
…
…
5
〜
10

■
議
案
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
11

■
議
案
結
果
・
議
案
賛
否
…
…
…
…
12

■
議
案
の
討
論
…
…
…
…
…
…
…
…
13

■
意
見
書
の
提
出
…
…
…
…
…
…
…
14

■
委
員
会
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
15
〜
17

■
平
成
27
年
度
政
務
活
動
費
…
…
18

■
お
知
ら
せ
…
…
…
…
…
…
…
…
19

あなたとつなぐ

新 　 城 　 市 　 議 　 会
平成 28 年8 月発行No.46

6月定例会

1 乗車／大人 1,000 円
　　　　小人（小学生以下）500 円

高速バス
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1

議会報告会

■
統
廃
合
後
の
小
学
校
跡
地
の
草
刈

に
つ
い
て
、
大
変
困
っ
て
い
る
。
市

職
員
や
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
う

の
は
き
つ
い
。
今
年
度
は
自
治
区
予

算
を
使
い
対
応
す
る
が
、
そ
の
際
に

は
シ
ル
バ
ー
以
外
に
地
元
団
体
の
活

用
も
考
え
て
ほ
し
い
。

●
議
員
／
小
学
校
統
廃
合
地
区
の
共

通
し
た
課
題
と
し
て
考
え
た
い
。

ン
タ
カ
ー
な
ど
の
試
み
を
形
に
し
て

い
き
た
い
。

■
地
域
自
治
区
予
算
を
用
い
て
観
光

振
興
を
進
め
た
い
が
ど
の
様
に
行
う

の
か
。

●
議
員
／
地
元
の
地
域
自
治
区
・
自

治
振
興
事
務
所
で
入
念
に
打
ち
合
わ

せ
て
い
た
だ
き
、
賛
同
者
を
増
や
し

て
い
た
だ
く
と
良
い
と
思
う
。

■
震
災
後
の
避
難
所
で
の
ペ
ッ
ト
同

伴
者
の
受
け
入
れ
は
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

●
議
員
／
現
段
階
で
の
避
難
訓
練
で

は
そ
の
様
な
細
部
ま
で
の
設
定
は

行
っ
て
い
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し

て
い
き
た
い
。

■
大
河
ド
ラ
マ
井
伊
直
虎
に
関
係
す

る
柿
本
城
や
、
市
を
代
表
す
る
観
光

資
源
で
あ
る
阿
寺
の
七
滝
に
つ
い
て
、

Ｐ
Ｒ
や
周
辺
整
備
へ
の
取
り
組
み
が

弱
い
。
観
光
振
興
に
も
っ
と
力
を
入

れ
て
ほ
し
い
。

●
議
員
／
新
城
市
に
は
観
光
イ
ベ
ン

ト
が
多
く
あ
る
が
、
一
過
性
で
な
く

通
年
観
光
と
い
う
視
点
に
切
り
替
え

て
い
く
こ
と
で
、
よ
り
地
域
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と

思
う
。
要
望
と
し
て
強
く
受
け
と
め

た
い
。

■
空
き
家
対
策
で
は
、
登
録
制
度
の

運
用
は
も
ち
ろ
ん
、
空
き
家
の
地
主

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
大
事
。
遠
方
の

地
主
へ
の
依
頼
は
大
変
難
し
く
、
雑

草
な
ど
の
環
境
問
題
発
生
の
可
能
性

も
あ
る
。
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

で
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
議
員
／
空
き
家
対
策
協
議
会
で
協

議
し
、
各
自
治
区
の
地
域
協
議
会
と

の
連
携
を
密
に
保
ち
な
が
ら
対
応
し

て
い
き
た
い
。

11日
新
城
地
区

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

12日
千
郷
地
区

西
部
公
民
館

11日
鳳
来
南
部
地
区

山
吉
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

12日
作
手
地
区

作
手
総
合
支
所

13日
舟
着
地
区

鳥
原
児
童
館

■
歴
史
好
き
な
市
外
の
友
だ
ち
に
新

城
市
内
の
観
光
を
推
め
た
い
が
、
観

光
客
を
呼
び
込
む
観
光
に
つ
い
て
ど

の
様
な
施
策
が
あ
る
の
か
。

●
議
員
／
新
東
名
を
最
大
限
使
い
、

そ
の
窓
口
で
あ
る
道
の
駅
も
っ
く
る

新
城
の
観
光
ハ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
機

能
の
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

高
速
バ
ス
を
利
用
し
て
新
城
に
来
て

い
た
だ
い
た
名
古
屋
方
面
か
ら
の
お

客
様
に
は
、
も
っ
く
る
新
城
に
て
レ

■
政
治
倫
理
審
査
1
は
結
果
で
な
く

経
過
で
は
な
い
か
。
解
明
へ
の
努
力

が
な
い
。（
18
ペ
ー
ジ
参
照
）

●
議
員
／
政
治
倫
理
審
査
会
の
審
査

報
告
が
全
て
で
あ
る
。
議
員
間
で
審

査
請
求
が
多
発
す
る
状
況
を
み
る
と

倫
理
条
例
に
つ
い
て
も
見
直
し
が
必

要
で
は
な
い
か
と
思
う
。

■
審
査
を
第
三
者
機
関
に
よ
る
こ
と

も
考
え
て
い
る
の
か
。

●
議
員
／
そ
れ
も
含
め
て
考
え
る
。

■
高
速
バ
ス
の
乗
車
状
況
を
見
ま
し

た
。
７
月
12
日
は
、
１
人
し
か
い
な

か
っ
た
。

●
議
員
／
４
年
間
、
実
証
運
行
す
る

も
の
で
あ
り
、
そ
の
都
度
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

■
市
民
病
院
の
整
形
外
科
が
大
変
な

状
況
と
な
っ
て
い
る
。

●
議
員
／
先
頃
県
に
医
師
確
保
を
要

請
し
て
き
た
。
浜
松
医
大
に
も
要
請

し
手
を
尽
く
し
て
い
る
。
4
月
か
ら

整
形
外
科
診
療
が
可
能
と
な
っ
た
。

現
在
1
人
だ
け
な
の
で
今
後
の
充
実

が
必
要
と
考
え
る
。

■
新
城
東
高
校
作
手
校
舎
を
ど
の
様

に
考
え
て
い
る
か
。
田
口
高
校
の
存

続
も
お
願
い
し
た
い
。

●
議
員
／
条
件
を
満
た
す
か
ど
う
か
。

定
員
40
人
の
う
ち
新
城
市
内
か
ら
20

人
の
生
徒
が
あ
れ
ば
存
続
す
る
。
条

件
を
満
た
せ
な
い
年
を
2
年
続
け
る

と
存
続
で
き
な
い
。
野
球
部
が
有
名

に
な
り
、
中
高
連
携
な
ど
個
性
あ
る

学
校
と
な
っ
て
お
り
存
続
で
き
る
状

況
は
あ
る
と
思
う
。

■
国
道
301
号
拡
張
の
状
況
は
ど
う
か
。

●
議
員
／
国
道
301
号
の
期
成
同
盟
会

な
ど
で
県
に
要
望
活
動
を
継
続
し
て

い
る
。用
地
買
収
は
8
割
程
度
終
わ
っ

て
い
る
。
予
算
確
保
を
要
望
し
て
い

く
。

■
山
村
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
。

前
の
開
発
セ
ン
タ
ー
は
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
利
用
し
て
き
た
地
域
の
人

と
人
の
交
流
の
場
。
今
ま
で
自
由
に

使
え
て
い
た
施
設
を
借
り
る
の
に
お

金
が
か
か
る
の
は
問
題
。
ま
た
土
・

日
曜
日
に
交
流
セ
ン
タ
ー
が
ど
の
様

に
使
え
る
か
心
配
。
子
ど
も
た
ち
に

い
い
作
手
を
残
せ
る
様
に
し
た
い
。

●
議
員
／
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
ほ

か
の
関
連
施
設
の
状
況
も
見
て
今
後

検
討
す
る
。
作
手
地
区
の
地
域
事
情

に
合
わ
せ
て
作
手
地
区
内
で
の
不
公

平
さ
を
出
さ
な
い
様
に
配
慮
し
て
い

く
も
の
と
思
う
。

■
市
川
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
造
ら
れ
た

が
、
そ
こ
に
至
る
市
道
が
狭
く
車
で

何
度
も
切
り
返
し
が
必
要
。
悪
い
場

所
が
2
〜
3
カ
所
あ
る
。
予
算
が
な

い
と
言
う
だ
け
で
な
く
、
空
き
家
を

何
と
か
す
れ
ば
拡
幅
も
可
能
で
は
な

い
か
。
4
月
か
5
月
に
市
へ
要
望
を

出
し
た
が
返
事
が
な
い
。

●
議
員
／
（
道
路
改
良
の
た
め
必
要

と
な
る
）
地
権
者
の
寄
付
採
納
が
可

能
か
確
認
願
い
た
い
。

■
高
齢
者
の
交
通
手
段
に
つ
い
て
の

考
え
は
い
か
が
か
。

●
議
員
／
市
は
交
通
機
関
の
充
実
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
高
齢
者
向
け
に

は
タ
ク
シ
ー
補
助
、
介
護
タ
ク
シ
ー

補
助
が
あ
る
。交
通
空
白
地
域
の
ニ
ー

ズ
把
握
を
検
討
し
て
い
る
。

■
高
齢
者
の
交
通
手
段
確
保
は
全
国

的
な
問
題
。
先
進
的
な
取
り
組
み
を

取
り
入
れ
、
新
城
市
に
合
っ
た
政
策

を
考
え
て
ほ
し
い
。 

■
こ
ど
も
園
の
名
称
の
変
更
は
出
来

る
の
か
。

●
議
員
／
名
称
変
更
に
は
、
ま
ず
区

民
の
総
意
が
必
要
で
、
県
へ
認
可
変

更
の
届
出
と
市
条
例
改
正
が
必
要
。

ま
た
、
銘
板
や
看
板
な
ど
の
変
更
経

費
が
必
要
と
な
る
。

勤労青少年ホーム

西部公民館

2

7月11日から15日まで10地区で行われました
議会報告会の質問をピックアップしてお知
らせします。ほかにも多くの質問・意見をい
ただきました。ご参加ありがとうございまし
た。お寄せいただいた意見は、執行機関と
連携し、住民福祉の増進に役立てます。
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整
形
外
科
診
療
が
可
能
と
な
っ
た
。

現
在
1
人
だ
け
な
の
で
今
後
の
充
実

が
必
要
と
考
え
る
。

■
新
城
東
高
校
作
手
校
舎
を
ど
の
様

に
考
え
て
い
る
か
。
田
口
高
校
の
存

続
も
お
願
い
し
た
い
。

●
議
員
／
条
件
を
満
た
す
か
ど
う
か
。

定
員
40
人
の
う
ち
新
城
市
内
か
ら
20

人
の
生
徒
が
あ
れ
ば
存
続
す
る
。
条

件
を
満
た
せ
な
い
年
を
2
年
続
け
る

と
存
続
で
き
な
い
。
野
球
部
が
有
名

に
な
り
、
中
高
連
携
な
ど
個
性
あ
る

学
校
と
な
っ
て
お
り
存
続
で
き
る
状

況
は
あ
る
と
思
う
。

■
国
道
301
号
拡
張
の
状
況
は
ど
う
か
。

●
議
員
／
国
道
301
号
の
期
成
同
盟
会

な
ど
で
県
に
要
望
活
動
を
継
続
し
て

い
る
。用
地
買
収
は
8
割
程
度
終
わ
っ

て
い
る
。
予
算
確
保
を
要
望
し
て
い

く
。

■
山
村
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
。

前
の
開
発
セ
ン
タ
ー
は
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
利
用
し
て
き
た
地
域
の
人

と
人
の
交
流
の
場
。
今
ま
で
自
由
に

使
え
て
い
た
施
設
を
借
り
る
の
に
お

金
が
か
か
る
の
は
問
題
。
ま
た
土
・

日
曜
日
に
交
流
セ
ン
タ
ー
が
ど
の
様

に
使
え
る
か
心
配
。
子
ど
も
た
ち
に

い
い
作
手
を
残
せ
る
様
に
し
た
い
。

●
議
員
／
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
ほ

か
の
関
連
施
設
の
状
況
も
見
て
今
後

検
討
す
る
。
作
手
地
区
の
地
域
事
情

に
合
わ
せ
て
作
手
地
区
内
で
の
不
公

平
さ
を
出
さ
な
い
様
に
配
慮
し
て
い

く
も
の
と
思
う
。

■
市
川
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
造
ら
れ
た

が
、
そ
こ
に
至
る
市
道
が
狭
く
車
で

何
度
も
切
り
返
し
が
必
要
。
悪
い
場

所
が
2
〜
3
カ
所
あ
る
。
予
算
が
な

い
と
言
う
だ
け
で
な
く
、
空
き
家
を

何
と
か
す
れ
ば
拡
幅
も
可
能
で
は
な

い
か
。
4
月
か
5
月
に
市
へ
要
望
を

出
し
た
が
返
事
が
な
い
。

●
議
員
／
（
道
路
改
良
の
た
め
必
要

と
な
る
）
地
権
者
の
寄
付
採
納
が
可

能
か
確
認
願
い
た
い
。

■
高
齢
者
の
交
通
手
段
に
つ
い
て
の

考
え
は
い
か
が
か
。

●
議
員
／
市
は
交
通
機
関
の
充
実
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
高
齢
者
向
け
に

は
タ
ク
シ
ー
補
助
、
介
護
タ
ク
シ
ー

補
助
が
あ
る
。交
通
空
白
地
域
の
ニ
ー

ズ
把
握
を
検
討
し
て
い
る
。

■
高
齢
者
の
交
通
手
段
確
保
は
全
国

的
な
問
題
。
先
進
的
な
取
り
組
み
を

取
り
入
れ
、
新
城
市
に
合
っ
た
政
策

を
考
え
て
ほ
し
い
。 

■
こ
ど
も
園
の
名
称
の
変
更
は
出
来

る
の
か
。

●
議
員
／
名
称
変
更
に
は
、
ま
ず
区

民
の
総
意
が
必
要
で
、
県
へ
認
可
変

更
の
届
出
と
市
条
例
改
正
が
必
要
。

ま
た
、
銘
板
や
看
板
な
ど
の
変
更
経

費
が
必
要
と
な
る
。

勤労青少年ホーム

西部公民館

2

7月11日から15日まで10地区で行われました
議会報告会の質問をピックアップしてお知
らせします。ほかにも多くの質問・意見をい
ただきました。ご参加ありがとうございまし
た。お寄せいただいた意見は、執行機関と
連携し、住民福祉の増進に役立てます。
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■
高
速
バ
ス
が
運
行
し
、
喜
ば
し
い

交
通
手
段
が
で
き
た
。
学
生
の
通
学

や
通
勤
に
と
て
も
便
利
だ
と
思
う
。

駐
車
場
の
確
保
や
道
の
駅
も
っ
く
る

新
城
か
ら
の
乗
車
な
ど
、
使
い
勝
手

や
観
光
面
か
ら
バ
ス
停
へ
の
ア
ク
セ

ス
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

●
議
員
／
バ
ス
停
以
外
乗
降
で
き
な

い
原
則
な
の
で
、
も
っ
く
る
新
城
へ

の
乗
り
入
れ
は
、
現
在
で
き
な
い
が
、

そ
の
周
辺
の
バ
ス
停
お
よ
び
駐
車
場

の
確
保
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
元

消
防
署
や
長
篠
城
址
の
バ
ス
停
設
置

も
可
能
か
検
討
す
る
。
観
光
面
で
は
、

も
っ
く
る
周
辺
に
お
い
て
レ
ン
タ

カ
ー
も
整
い
つ
つ
あ
り
、
カ
ー
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
も
考
え
ら
れ
る
。

■
宇
連
ダ
ム
の
安
全
対
策
が
心
配
。

建
設
以
来
58
年
が
経
過
し
た
。
震
度

６
〜
７
の
連
続
す
る
大
地
震
が
発
生

し
た
場
合
の
安
全
性
に
つ
い
て
改
め

て
確
認
し
た
い
。

●
議
員
／
大
規
模
地
震
が
発
生
し
た

際
の
宇
連
ダ
ム
の
安
全
性
に
つ
い
て

は
、
５
年
前
に
も
関
係
地
域
の
方
か

ら
の
心
配
の
声
が
上
が
っ
た
。
耐
用

年
数
80
年
〜
100
年
な
の
で
設
計
上
は

心
配
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

2
度
も
3
度
も
大
地
震
が
続
い
た
場

合
の
安
全
性
の
調
査
、
大
雨
の
場
合

の
早
期
放
水
な
ど
規
定
の
改
定
に
つ

い
て
国
の
方
へ
も
要
請
し
て
い
る
。

■
公
式
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
、
愛
知

県
全
体
の
市
単
位
で
持
ち
ま
わ
る
大

会
が
開
催
で
き
る
体
育
館
を
整
備
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

●
議
員
／
県
に
東
三
河
の
防
災
拠
点

と
し
て
総
合
公
園
に
体
育
館
建
設
を

要
望
し
て
い
る
。
市
の
単
独
事
業
と

す
る
と
、
市
民
意
見
を
取
り
入
れ
財

政
状
況
を
見
な
が
ら
進
め
る
こ
と
に

な
る
。
そ
の
場
合
、
市
民
体
育
館
と

し
て
公
式
競
技
が
開
催
で
き
る
も
の

を
検
討
す
る
。

■
保
健
セ
ン
タ
ー
前
の
公
園
は
水
は

け
が
悪
く
使
い
に
く
い
の
で
改
良
で

14日
東
郷
地
区

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

13日
鳳
来
東
部
地
区

鳳
来
中
央
集
会
所

14日
鳳
来
中
部
地
区

開
発
セ
ン
タ
ー

15日
八
名
地
区

一
鍬
田
公
民
館

15日
鳳
来
北
西
部
地
区

海
老
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

き
な
い
か
。
ま
た
、
夏
に
草
が
生
い

茂
る
が
管
理
の
改
善
が
で
き
な
い
か
。

●
議
員
／
管
理
は
市
で
シ
ル
バ
ー
に

委
託
し
、
6
月
と
盆
前
と
9
月
に
草

刈
を
し
て
い
る
。
元
埋
立
処
分
場
を

緑
地
に
し
た
た
め
当
初
は
グ
ラ
ン
ド

を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
地
域
住

民
の
健
康
増
進
に
必
要
な
場
所
な
の

で
、
市
は
利
用
頻
度
を
み
て
検
討
し

た
い
と
し
て
い
る
。

■
当
初
か
ら
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
が
4

面
と
れ
る
グ
ラ
ン
ド
の
予
定
だ
っ
た

と
思
う
。
水
は
け
も
考
え
て
い
た
は

ず
。

■
地
域
自
治
区
制
度
と
自
治
力
に
つ

い
て
、
過
疎
対
策
と
し
て
も
制
度
を

浸
透
さ
せ
自
治
力
を
つ
け
る
必
要
が

あ
る
。
各
市
議
の
考
え
お
よ
び
住
む

地
区
の
状
況
は
ど
う
か
。

●
議
員
1
／
千
郷
は
役
が
増
え
区
長

の
な
り
手
が
い
な
い
。
一
年
任
期
の

区
長
で
は
計
画
か
ら
実
行
ま
で
で
き

ず
も
ど
か
し
い
。
自
治
区
の
予
算
組

に
苦
慮
し
て
い
る
。

●
議
員
2
／
舟
着
は
行
政
区
単
位
で

地
元
課
題
を
も
ち
な
が
ら
や
っ
て
い

る
。
行
政
区
の
合
併
話
も
出
て
い
る

が
今
は
頑
張
っ
て
い
る
。
ま
た
舟
コ

ン
（
婚
活
）
を
開
催
し
前
向
き
に
進

め
て
い
る
。

●
議
員
3
・
4
／
鳳
来
東
部
は
行
政

区
が
多
く
統
廃
合
も
課
題
。
関
係
行

政
区
で
は
話
が
出
来
な
か
っ
た
課
題

が
、
地
域
協
議
会
を
足
が
か
り
に
鳳

来
東
部
全
体
の
課
題
と
し
て
解
決
へ

進
展
し
た
例
が
あ
る
。

●
議
員
5
／
鳳
来
南
部
は
地
域
協
議

会
イ
コ
ー
ル
山
吉
田
区
会
と
し
て
５

区
全
体
で
話
し
合
う
場
が
で
き
た
こ

と
で
地
域
力
は
増
し
た
。
地
域
活
動

の
全
体
へ
の
広
が
り
も
出
て
き
た
。

■
高
速
バ
ス
と
新
城
Ｐ
Ｒ
隊
は
、
事

業
の
進
め
方
と
情
報
発
信
に
一
貫
性

が
な
く
、
参
加
依
頼
さ
れ
た
設
楽
原

鉄
砲
隊
も
戸
惑
っ
た
。
足
並
み
を
そ

ろ
え
て
進
め
て
ほ
し
い
。

●
議
員
／
状
況
を
伺
い
申
し
訳
な
い

と
思
う
。
高
速
バ
ス
と
新
城
市
の
Ｐ

Ｒ
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

■
一
般
質
問
で
は
、
反
問
権
の
設
定

以
降
あ
ま
り
変
化
が
な
い
。
住
民
代

表
で
あ
り
、
迫
力
と
緊
張
感
も
保
ち

し
っ
か
り
時
間
を
使
っ
て
、
ツ
ッ
コ

ミ
の
あ
る
内
容
で
質
問
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
や
は
り
、
会
派
が
あ
っ
て

代
表
質
問
を
す
る
の
が
、
望
ま
し
い
。

●
議
員
／
反
問
権
の
設
定
以
来
、
技

術
面
で
も
ま
だ
ま
だ
工
夫
が
足
り
な

い
と
感
じ
て
い
る
。
迫
力
な
ど
は
、

議
員
個
々
の
持
ち
味
で
あ
り
、
ガ
チ

ン
コ
で
行
う
こ
と
で
、
し
っ
か
り
と

■
鳳
来
西
こ
ど
も
園
の
今
後
は
。

●
議
員
／
現
在
7
人
の
園
児
が
い
る

が
、
来
年
度
の
入
園
は
0
人
で
あ
る
。

閉
園
は
決
定
し
て
い
る
の
で
、
地
元

の
人
た
ち
に
も
今
後
の
利
活
用
に
つ

い
て
考
え
て
ほ
し
い
。

■
旧
鳳
来
西
小
学
校
の
敷
地
は
教
育

委
員
会
の
管
理
下
で
あ
る
が
、
本
年

度
は
教
育
委
員
会
の
職
員
自
ら
草
刈

な
ど
の
作
業
を
6
月
と
8
月
の
2
回

行
う
予
定
で
あ
る
。
広
い
敷
地
を
良

好
に
保
つ
に
は
職
員
だ
け
で
は
難
し

く
、
2
回
の
草
刈
で
は
足
り
な
い
と

思
う
。
区
民
も
作
業
に
参
加
す
る
つ

も
り
で
は
い
る
が
、
来
年
度
は
予
算

を
つ
け
て
シ
ル
バ
ー
や
地
元
業
者
に

発
注
し
、
市
が
責
任
を
も
っ
て
管
理

し
て
ほ
し
い
。
議
会
か
ら
も
要
請
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

●
議
員
／
現
在
は
教
育
委
員
会
が
管

理
し
て
い
る
。
ほ
か
の
地
域
も
同
じ

よ
う
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
早
め

に
跡
地
利
用
の
活
用
を
考
え
る
こ
と

も
必
要
で
あ
る
。

■
地
元
の
雇
用
も
生
ま
れ
る
。
議
会

と
地
元
が
協
力
で
き
な
い
か
。
素
人

し
た
答
弁
を
引
き
出
し
た
い
。
会
派

に
つ
い
て
は
、
要
望
と
し
て
受
け
止

め
る
。

■
産
廃
の
件
に
つ
い
て
。
地
域
で
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
を
作
る
な
り
行
政
の
仕

事
と
す
る
な
り
、
市
民
の
力
、
議
員

の
力
で
行
政
を
動
か
す
よ
う
努
力
し

よ
う
。
事
実
タ
オ
ル
で
口
を
塞
ぐ
自

転
車
・
徒
歩
の
生
徒
が
い
る
。
協
定

を
結
ば
な
い
か
ら
無
理
と
は
言
わ
な

い
で
ほ
し
い
。
臭
気
規
制
の
見
直
し

に
つ
い
て
他
地
域
の
臭
気
指
数
の
兼

ね
合
い
を
調
査
中
と
は
、
い
つ
ま
で

な
の
か
？

●
議
員
／
八
名
10
区
で
声
を
上
げ
、

区
長
会
・
地
元
議
員
と
し
て
井
上
環

境
副
大
臣
に
臭
気
対
策
に
つ
い
て
強

い
要
望
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま

た
、
7
月
1
日
に
は
、
正
副
議
長
・

経
済
建
設
委
員
長
と
と
も
に
県
に
対

し
て
地
域
の
実
情
を
説
明
し
、
対
策

を
求
め
た
。

が
草
刈
を
や
る
よ
り
も
専
門
に
任
せ

た
方
が
よ
い
。
こ
ど
も
園
も
サ
イ
ク

リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
こ
と
も
あ
る
。

年
間
の
委
託
発
注
も
あ
る
の
で
は
。

旧
海
老
小
学
校
は
地
元
住
民
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
る
。

4

消防防災センター

海老構造改善センター

議会報告会
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■
高
速
バ
ス
が
運
行
し
、
喜
ば
し
い

交
通
手
段
が
で
き
た
。
学
生
の
通
学

や
通
勤
に
と
て
も
便
利
だ
と
思
う
。

駐
車
場
の
確
保
や
道
の
駅
も
っ
く
る

新
城
か
ら
の
乗
車
な
ど
、
使
い
勝
手

や
観
光
面
か
ら
バ
ス
停
へ
の
ア
ク
セ

ス
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

●
議
員
／
バ
ス
停
以
外
乗
降
で
き
な

い
原
則
な
の
で
、
も
っ
く
る
新
城
へ

の
乗
り
入
れ
は
、
現
在
で
き
な
い
が
、

そ
の
周
辺
の
バ
ス
停
お
よ
び
駐
車
場

の
確
保
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
元

消
防
署
や
長
篠
城
址
の
バ
ス
停
設
置

も
可
能
か
検
討
す
る
。
観
光
面
で
は
、

も
っ
く
る
周
辺
に
お
い
て
レ
ン
タ

カ
ー
も
整
い
つ
つ
あ
り
、
カ
ー
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
も
考
え
ら
れ
る
。

■
宇
連
ダ
ム
の
安
全
対
策
が
心
配
。

建
設
以
来
58
年
が
経
過
し
た
。
震
度

６
〜
７
の
連
続
す
る
大
地
震
が
発
生

し
た
場
合
の
安
全
性
に
つ
い
て
改
め

て
確
認
し
た
い
。

●
議
員
／
大
規
模
地
震
が
発
生
し
た

際
の
宇
連
ダ
ム
の
安
全
性
に
つ
い
て

は
、
５
年
前
に
も
関
係
地
域
の
方
か

ら
の
心
配
の
声
が
上
が
っ
た
。
耐
用

年
数
80
年
〜
100
年
な
の
で
設
計
上
は

心
配
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

2
度
も
3
度
も
大
地
震
が
続
い
た
場

合
の
安
全
性
の
調
査
、
大
雨
の
場
合

の
早
期
放
水
な
ど
規
定
の
改
定
に
つ

い
て
国
の
方
へ
も
要
請
し
て
い
る
。

■
公
式
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
、
愛
知

県
全
体
の
市
単
位
で
持
ち
ま
わ
る
大

会
が
開
催
で
き
る
体
育
館
を
整
備
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

●
議
員
／
県
に
東
三
河
の
防
災
拠
点

と
し
て
総
合
公
園
に
体
育
館
建
設
を

要
望
し
て
い
る
。
市
の
単
独
事
業
と

す
る
と
、
市
民
意
見
を
取
り
入
れ
財

政
状
況
を
見
な
が
ら
進
め
る
こ
と
に

な
る
。
そ
の
場
合
、
市
民
体
育
館
と

し
て
公
式
競
技
が
開
催
で
き
る
も
の

を
検
討
す
る
。

■
保
健
セ
ン
タ
ー
前
の
公
園
は
水
は

け
が
悪
く
使
い
に
く
い
の
で
改
良
で

14日
東
郷
地
区

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

13日
鳳
来
東
部
地
区

鳳
来
中
央
集
会
所

14日
鳳
来
中
部
地
区

開
発
セ
ン
タ
ー

15日
八
名
地
区

一
鍬
田
公
民
館

15日
鳳
来
北
西
部
地
区

海
老
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

き
な
い
か
。
ま
た
、
夏
に
草
が
生
い

茂
る
が
管
理
の
改
善
が
で
き
な
い
か
。

●
議
員
／
管
理
は
市
で
シ
ル
バ
ー
に

委
託
し
、
6
月
と
盆
前
と
9
月
に
草

刈
を
し
て
い
る
。
元
埋
立
処
分
場
を

緑
地
に
し
た
た
め
当
初
は
グ
ラ
ン
ド

を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
地
域
住

民
の
健
康
増
進
に
必
要
な
場
所
な
の

で
、
市
は
利
用
頻
度
を
み
て
検
討
し

た
い
と
し
て
い
る
。

■
当
初
か
ら
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
が
4

面
と
れ
る
グ
ラ
ン
ド
の
予
定
だ
っ
た

と
思
う
。
水
は
け
も
考
え
て
い
た
は

ず
。

■
地
域
自
治
区
制
度
と
自
治
力
に
つ

い
て
、
過
疎
対
策
と
し
て
も
制
度
を

浸
透
さ
せ
自
治
力
を
つ
け
る
必
要
が

あ
る
。
各
市
議
の
考
え
お
よ
び
住
む

地
区
の
状
況
は
ど
う
か
。

●
議
員
1
／
千
郷
は
役
が
増
え
区
長

の
な
り
手
が
い
な
い
。
一
年
任
期
の

区
長
で
は
計
画
か
ら
実
行
ま
で
で
き

ず
も
ど
か
し
い
。
自
治
区
の
予
算
組

に
苦
慮
し
て
い
る
。

●
議
員
2
／
舟
着
は
行
政
区
単
位
で

地
元
課
題
を
も
ち
な
が
ら
や
っ
て
い

る
。
行
政
区
の
合
併
話
も
出
て
い
る

が
今
は
頑
張
っ
て
い
る
。
ま
た
舟
コ

ン
（
婚
活
）
を
開
催
し
前
向
き
に
進

め
て
い
る
。

●
議
員
3
・
4
／
鳳
来
東
部
は
行
政

区
が
多
く
統
廃
合
も
課
題
。
関
係
行

政
区
で
は
話
が
出
来
な
か
っ
た
課
題

が
、
地
域
協
議
会
を
足
が
か
り
に
鳳

来
東
部
全
体
の
課
題
と
し
て
解
決
へ

進
展
し
た
例
が
あ
る
。

●
議
員
5
／
鳳
来
南
部
は
地
域
協
議

会
イ
コ
ー
ル
山
吉
田
区
会
と
し
て
５

区
全
体
で
話
し
合
う
場
が
で
き
た
こ

と
で
地
域
力
は
増
し
た
。
地
域
活
動

の
全
体
へ
の
広
が
り
も
出
て
き
た
。

■
高
速
バ
ス
と
新
城
Ｐ
Ｒ
隊
は
、
事

業
の
進
め
方
と
情
報
発
信
に
一
貫
性

が
な
く
、
参
加
依
頼
さ
れ
た
設
楽
原

鉄
砲
隊
も
戸
惑
っ
た
。
足
並
み
を
そ

ろ
え
て
進
め
て
ほ
し
い
。

●
議
員
／
状
況
を
伺
い
申
し
訳
な
い

と
思
う
。
高
速
バ
ス
と
新
城
市
の
Ｐ

Ｒ
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

■
一
般
質
問
で
は
、
反
問
権
の
設
定

以
降
あ
ま
り
変
化
が
な
い
。
住
民
代

表
で
あ
り
、
迫
力
と
緊
張
感
も
保
ち

し
っ
か
り
時
間
を
使
っ
て
、
ツ
ッ
コ

ミ
の
あ
る
内
容
で
質
問
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
や
は
り
、
会
派
が
あ
っ
て

代
表
質
問
を
す
る
の
が
、
望
ま
し
い
。

●
議
員
／
反
問
権
の
設
定
以
来
、
技

術
面
で
も
ま
だ
ま
だ
工
夫
が
足
り
な

い
と
感
じ
て
い
る
。
迫
力
な
ど
は
、

議
員
個
々
の
持
ち
味
で
あ
り
、
ガ
チ

ン
コ
で
行
う
こ
と
で
、
し
っ
か
り
と

■
鳳
来
西
こ
ど
も
園
の
今
後
は
。

●
議
員
／
現
在
7
人
の
園
児
が
い
る

が
、
来
年
度
の
入
園
は
0
人
で
あ
る
。

閉
園
は
決
定
し
て
い
る
の
で
、
地
元

の
人
た
ち
に
も
今
後
の
利
活
用
に
つ

い
て
考
え
て
ほ
し
い
。

■
旧
鳳
来
西
小
学
校
の
敷
地
は
教
育

委
員
会
の
管
理
下
で
あ
る
が
、
本
年

度
は
教
育
委
員
会
の
職
員
自
ら
草
刈

な
ど
の
作
業
を
6
月
と
8
月
の
2
回

行
う
予
定
で
あ
る
。
広
い
敷
地
を
良

好
に
保
つ
に
は
職
員
だ
け
で
は
難
し

く
、
2
回
の
草
刈
で
は
足
り
な
い
と

思
う
。
区
民
も
作
業
に
参
加
す
る
つ

も
り
で
は
い
る
が
、
来
年
度
は
予
算

を
つ
け
て
シ
ル
バ
ー
や
地
元
業
者
に

発
注
し
、
市
が
責
任
を
も
っ
て
管
理

し
て
ほ
し
い
。
議
会
か
ら
も
要
請
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

●
議
員
／
現
在
は
教
育
委
員
会
が
管

理
し
て
い
る
。
ほ
か
の
地
域
も
同
じ

よ
う
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
早
め

に
跡
地
利
用
の
活
用
を
考
え
る
こ
と

も
必
要
で
あ
る
。

■
地
元
の
雇
用
も
生
ま
れ
る
。
議
会

と
地
元
が
協
力
で
き
な
い
か
。
素
人

し
た
答
弁
を
引
き
出
し
た
い
。
会
派

に
つ
い
て
は
、
要
望
と
し
て
受
け
止

め
る
。

■
産
廃
の
件
に
つ
い
て
。
地
域
で
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
を
作
る
な
り
行
政
の
仕

事
と
す
る
な
り
、
市
民
の
力
、
議
員

の
力
で
行
政
を
動
か
す
よ
う
努
力
し

よ
う
。
事
実
タ
オ
ル
で
口
を
塞
ぐ
自

転
車
・
徒
歩
の
生
徒
が
い
る
。
協
定

を
結
ば
な
い
か
ら
無
理
と
は
言
わ
な

い
で
ほ
し
い
。
臭
気
規
制
の
見
直
し

に
つ
い
て
他
地
域
の
臭
気
指
数
の
兼

ね
合
い
を
調
査
中
と
は
、
い
つ
ま
で

な
の
か
？

●
議
員
／
八
名
10
区
で
声
を
上
げ
、

区
長
会
・
地
元
議
員
と
し
て
井
上
環

境
副
大
臣
に
臭
気
対
策
に
つ
い
て
強

い
要
望
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま

た
、
7
月
1
日
に
は
、
正
副
議
長
・

経
済
建
設
委
員
長
と
と
も
に
県
に
対

し
て
地
域
の
実
情
を
説
明
し
、
対
策

を
求
め
た
。

が
草
刈
を
や
る
よ
り
も
専
門
に
任
せ

た
方
が
よ
い
。
こ
ど
も
園
も
サ
イ
ク

リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
こ
と
も
あ
る
。

年
間
の
委
託
発
注
も
あ
る
の
で
は
。

旧
海
老
小
学
校
は
地
元
住
民
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
る
。

4

消防防災センター

海老構造改善センター
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消
防
防
災
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
な
ど
を

行
う
。

　

今
後
は
、
幅
広
い
世
代
の
市
民
が
防

災
学
習
ホ
ー
ル
を
利
用
し
て
防
災
意
識

の
向
上
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
く
。

　

教
育
部
長

　

児
童
生
徒
の
防
災
意
識
向
上
の
た
め

の
課
題
は
、
防
災
を
自
分
自
身
の
問
題

と
し
て
捉
え
、
自
分
の
命
を
自
ら
守
る

意
識
を
持
た
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

子
ど
も
た
ち
が
自
分
で
考
え
て
行
動

す
る
場
面
を
設
定
し
防
災
意
識
の
向
上

を
図
っ
て
い
る
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
想
定
し
て
、
市

民
・
行
政
と
も
に
我
が
事
意
識
を
高
め
、

互
い
に
協
力
し
防
災
力
を
上
げ
て
い
く

た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
。

　

一
般
市
民
と
小
中
学
校
で
の
児
童
生

徒
を
対
象
と
し
た
防
災
意
識
向
上
の
た

め
の
課
題
と
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　

総
務
部
長

　

各
地
で
大
地
震
が
起
き
て
お
り
、
住

民
の
地
震
に
対
す
る
関
心
が
高
く
な
っ

て
い
る
。
本
市
の
対
策
と
し
て
は
、
自

主
防
災
会
へ
の
啓
発
や
、
お
出
か
け
講

座
、
防
災
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
。

　

児
童
な
ど
へ
の
啓
発
は
、
県
の
「
な

ま
ず
号
」
を
借
用
し
た
地
震
体
験
や
、

テ
ー
マ
と
な
る
地
域
協
議
会
に
は
、
多

く
の
区
長
に
お
務
め
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
自
治
区
制
度
施
行
に
伴

い
、
区
長
の
相
談
や
要
望
は
、
自
治
振

興
事
務
所
で
一
括
し
て
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
体
制
と
な
っ
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
区
長
会
と
地
域
協
議

会
と
で
会
議
回
数
は
増
加
し
て
い
る

が
、
地
域
協
議
会
も
、
区
長
会
と
日
程

を
合
わ
せ
る
な
ど
、
各
地
域
に
お
い
て

負
担
軽
減
の
工
夫
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

　

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
重
ね
な

が
ら
、
旧
来
か
ら
続
く
行
政
区
制
度
と

併
存
で
き
る
地
域
自
治
区
制
度
の
定
着

な
ど
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　
そ
の
ほ
か
の
質
問
項
目

・
住
民
投
票
と
そ
の
後
に
つ
い
て

・
小
中
高
一
貫
教
育
に
つ
い
て

　

導
入
後
３
年
を
経
過
し
た
地
域
自
治

区
で
あ
る
が
、
自
治
振
興
事
務
所
、
地

域
協
議
会
、
行
政
区
長
会
の
関
係
、
実

際
上
の
役
割
分
担
は
。
ま
た
導
入
前
と

比
べ
区
長
が
大
変
忙
し
く
な
っ
た
と
い

う
声
が
あ
る
が
、
認
識
と
対
応
は
。

　

企
画
部
理
事

　

行
政
区
長
会
は
、
地
域
自
治
区
制
度

開
始
前
か
ら
変
わ
ら
ず
、
各
地
域
で
自

主
的
に
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
地

縁
に
よ
る
協
議
組
織
で
あ
る
。

　

地
域
協
議
会
は
、
地
域
自
治
区
制
度

に
お
け
る
市
長
の
附
属
機
関
で
あ
り
、

自
治
振
興
事
務
所
は
そ
れ
を
支
え
る
行

政
組
織
で
あ
る
。
地
域
課
題
の
解
決
が

山崎祐一　議員

小野田直美　議員

地域自治区制度導入に伴い、区長は
多忙となったのか

大地震を想定した防災意識向上のた
めの課題と対策は

会議回数の増加は否めないが、各地
域で負担軽減の工夫をしている

さまざまな機会を通して幅広い世代
の意識向上に努めていく

なまず号
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合
が
妥
当
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
地
元

意
見
を
尊
重
し
て
も
ら
え
る
な
ら
ば
、

県
教
委
が
意
図
す
る
平
成
31
年
度
、
現

在
の
中
学
１
年
生
の
受
験
年
度
で
の
統

合
も
や
む
な
し
と
し
た
。

　

②
本
市
に
は
、
新
城
城
の
城
主
で
あ

る
菅
沼
定
実
公
が
建
て
た
藩
校
「
有
教

館
」
が
あ
っ
た
。
新
城
藩
士
の
教
育
を

担
っ
て
き
た
歴
史
を
鑑
み
た
と
き
、
藩

校
の
名
前
に
由
来
す
る
名
称
も
候
補
の

一
つ
と
考
え
る
。
市
民
の
よ
り
広
い
意

見
を
お
聞
き
し
、
県
教
委
に
お
伝
え
す

る
。

　

③
県
教
育
で
は
、「
普
通
科
」
を
置

か
ず
、「
総
合
学
科
」
１
学
科
の
み
と

す
る
案
を
進
め
て
い
る
。
し
か
し
、
学

校
や
市
民
な
ど
か
ら
「
普
通
科
」
を
設

置
す
べ
き
と
い
う
意
見
が
多
く
聞
か
れ

る
た
め
、
そ
の
思
い
が
県
に
伝
わ
る
よ

う
に
重
ね
て
要
望
し
て
い
く
。

　

愛
知
県
教
育
委
員
会
は
、「
新
城
東

高
校
と
新
城
高
校
の
２
校
統
合
」
を
明

示
し
て
い
る
。
市
教
育
委
員
会
の
見
解

に
つ
い
て
以
下
伺
う
。

　

①
平
成
31
年
度
の
両
校
対
等
新
設
統

合
の
目
標
は
。

　

②
「
新
城
有
教
館
高
校
」
と
い
う
新

設
校
の
名
称
候
補
は
。

　

③
新
設
校
の
学
校
編
成
は
。

　

教
育
長

　

①
今
後
の
生
徒
数
の
減
少
を
考
慮
す

る
と
、
統
合
は
や
む
を
得
な
い
。
ど
ち

ら
か
一
方
へ
の
吸
収
統
合
は
、
卒
業
生

の
心
情
や
地
域
で
の
活
動
の
状
況
か
ら

想
定
し
が
た
く
、
両
校
対
等
の
新
設
統

　

環
境
部
長

　

①
県
は
４
月
以
降
随
時
行
っ
て
お

り
、
全
体
数
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、

市
は
４
回
同
行
し
た
。

　

②
八
名
区
長
会
に
報
告
し
、
周
知
を

依
頼
し
た
。
今
後
も
区
長
会
を
通
じ
住

民
周
知
を
図
り
た
い
。

　

③
県
の
建
築
担
当
の
指
導
が
あ
り
壁

を
外
し
た
と
業
者
に
は
聞
い
て
い
る
。

市
は
４
月
25
日
に
県
と
立
入
の
際
に
確

認
し
た
。

　

④
市
が
把
握
し
て
い
る
当
該
施
設
の

主
な
経
過
を
報
告
し
た
際
に
、
取
材
、

報
道
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
特

に
コ
メ
ン
ト
は
な
い
。

　

⑤
近
隣
企
業
か
ら
臭
気
に
対
す
る
苦

情
は
あ
っ
た
。
申
立
者
立
会
の
上
、
現

地
確
認
し
、
経
過
や
状
況
を
説
明
し
た
。

　
　
そ
の
ほ
か
の
質
問
項
目

・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
に
お
け
る
市
民
へ

の
影
響
に
つ
い
て

・
地
域
運
営
組
織
へ
の
取
組
み
と
生
産

組
合
組
織
に
つ
い
て

　

新
城
南
部
企
業
団
地
内
の
産
業
廃
棄

物
処
理
施
設
で
の
臭
気
漏
れ
に
関
し
、

地
域
の
生
活
環
境
保
全
の
た
め
情
報
提

供
が
急
務
と
考
え
以
下
伺
う
。

　

①
愛
知
県
の
立
ち
入
り
検
査
の
頻
度

と
市
の
同
行
の
有
無
は
。

　

②
検
査
結
果
の
市
民
周
知
は
。

　

③
施
設
間
の
隔
た
り
が
改
築
さ
れ
開

放
さ
れ
た
。
理
由
と
覚
知
時
期
は
。

　

④
５
月
27
日
開
催
の
施
設
説
明
会
の

新
聞
掲
載
事
項
に
つ
い
て
、
市
の
考
え

は
。

　

⑤
近
隣
企
業
か
ら
の
臭
気
に
対
す
る

苦
情
の
有
無
と
対
応
は
。

山口洋一　議員

長田共永　議員

地域の生活環境保全のための市民へ
の情報提供は

市内県立高校の今後の在り方は

今後も八名区長会を通じて周知を
図っていく

市民の広い意見を聞き、県教委に要
望していく
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本
市
に
お
け
る
成
果
は
、
会
議
に
参

加
し
た
若
者
の
行
動
が
原
動
力
と
な
り

発
足
し
た
全
国
発
の
「
若
者
議
会
」
で

あ
る
。
今
や
若
者
議
会
を
含
む
若
者
政

策
は
、
内
閣
府
の
認
定
を
受
け
て
実
施

す
る
「
若
者
が
活
躍
で
き
る
ま
ち
実
現

事
業
」
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

②
議
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
面
で
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
事
業
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
。
今
回

開
催
さ
れ
る
会
議
へ
参
加
さ
れ
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
議
会
の
中
で
ご
検
討

い
た
だ
い
た
こ
と
と
判
断
し
て
い
る
。

　

③
今
後
も
観
光
面
で
の
振
興
方
策
や

教
育
面
で
の
交
流
な
ど
可
能
性
を
探
っ

て
い
く
。
ま
た
、
引
き
続
き
若
者
に
参

加
し
て
も
ら
い
、
そ
の
経
験
を
若
者
政

策
や
地
域
で
の
活
動
に
つ
な
げ
、
選
ば

れ
る
ま
ち
と
し
て
の
特
色
を
高
め
て
い

き
た
い
。

　

今
年
、
カ
ナ
ダ
・
ク
ラ
リ
ン
ト
ン
市
で

行
わ
れ
る
「
世
界
新
城
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

会
議
」に
、新
城
市
か
ら
派
遣
団
を
参
加

さ
せ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
以
下
伺
う
。

　

①
事
業
の
こ
れ
ま
で
の
成
果
は
。

　

②
議
員
の
参
加
は
必
要
な
い
か
。

　

③
今
後
の
参
加
の
仕
方
、
お
よ
び
事

業
の
活
用
方
法
は
。

　

企
画
部
長

　

①
世
界
の
「
新
城
」
と
18
年
間
交
流

を
続
け
て
き
た
こ
と
で
、
友
好
都
市
間

の
信
頼
関
係
と
結
束
が
生
ま
れ
た
。
現

在
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
会
議
は
、
イ
ギ
リ
ス

に
事
務
局
を
置
き
、
14
カ
国
16
都
市
が

参
加
す
る
ま
で
に
成
長
し
た
。

で
安
全
な
履
行
を
重
視
し
、
豊
鉄
バ
ス

株
式
会
社
を
選
定
し
た
。

　

②
不
測
の
事
態
が
生
じ
た
と
き
の
対

応
は
、
運
行
委
託
契
約
に
よ
り
委
託
事

業
者
が
業
務
遂
行
上
の
一
切
の
責
任
を

負
い
賠
償
す
る
。

　

③
運
行
経
路
は
、
名
古
屋
中
心
部
で

の
渋
滞
に
よ
る
遅
延
防
止
な
ど
を
考
慮

し
、
地
下
鉄
東
山
線
な
ど
の
始
発
駅
で

あ
る
藤
が
丘
駅
へ
の
乗
り
入
れ
と
し

た
。
利
用
実
態
を
把
握
し
た
上
で
回
数

券
な
ど
に
よ
る
割
引
制
度
の
導
入
も
検

討
し
て
い
く
。

　

④
予
算
上
は
、
委
託
事
業
者
が
運
賃

収
入
か
ら
諸
経
費
を
差
し
引
い
た
不
足

分
を
市
が
補
て
ん
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
１
便
当
た
り
の
乗
客
を
10
人
程

度
と
積
算
し
て
い
る
。

　

１
便
当
た
り
24
人
乗
車
と
す
る
と

市
の
補
て
ん
が
不

要
と
な
る
見
込

み
。　

　

こ
れ
以
上
利

用
い
た
だ
け
る

よ
う
、
Ｐ
Ｒ
や
利

用
促
進
に
努
め
、

利
便
性
の
向
上

を
図
っ
て
い
く
。

　
　
そ
の
ほ
か
の
質
問
項
目

・
消
防
行
政
と
防
災
に
つ
い
て

　

７
月
か
ら
新
城
・
名
古
屋
間
の
新
東

名
高
速
バ
ス
の
運
行
が
開
始
さ
れ
る
。

新
城
に
住
み
な
が
ら
名
古
屋
方
面
へ
の

通
勤
通
学
が
可
能
と
な
る
と
と
も
に
、

交
通
ア
ク
セ
ス
向
上
に
よ
る
観
光
客
の

増
加
を
図
っ
て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、

今
後
の
運
行
に
関
し
て
以
下
伺
う
。

　

①
運
行
委
託
会
社
の
決
定
経
緯
。
②

運
行
中
の
不
測
の
事
態
へ
の
対
処
の
責

任
。
③
運
行
経
路
と
正
確
な
時
間
、
格

安
な
運
賃
体
系
へ
の
考
え
。
④
採
算
性

か
ら
み
た
年
間
乗
車
人
数
の
試
算
。

　

総
務
部
長

　

①
委
託
業
者
の
選
定
は
、
経
済
性
の

確
保
な
ど
の
要
請
よ
り
も
業
務
の
確
実

加藤芳夫　議員

柴田賢治郎　議員

新東名高速バス運行は採算がとれる
か

今後の国際交流事業の目指すところ
は

採算ラインを目指してPRと利便性
向上に努める

観光面や教育面での交流などを探っ
ていく
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環
境
部
長

　

①
そ
の
都
度
、
現
場
確
認
し
て
い
る
。

引
き
続
き
臭
気
測
定
な
ど
を
行
い
、
規

制
基
準
を
越
え
れ
ば
文
書
な
ど
で
指
導

し
、
越
え
な
く
て
も
改
善
を
促
し
て
い

き
た
い
と
考
え
る
。

　

②
既
設
建
屋
と
新
設
建
屋
の
す
き
間

か
ら
臭
気
が
漏
え
い
し
て
い
る
と
考
え

る
。
県
担
当
者
と
現
場
確
認
を
行
い
原

因
究
明
に
努
め
、
有
効
な
対
策
を
図
る

よ
う
事
業
者
に
指
示
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

③
現
場
確
認
や
臭
気
測
定
な
ど
を
実

施
し
、
問
題
が
あ
れ
ば
事
業
者
に
改
善

を
促
す
。

　

④
悪
臭
防
止
法
適
用
の
事
業
所
と
し

て
法
的
に
問
題
が
あ
れ
ば
、
し
っ
か
り

対
処
し
て
ほ
し
い
考
え
、
な
く
て
も
臭

気
が
あ
れ
ば
改
善
を
促
し
て
ほ
し
い
意

見
も
あ
る
。

　

⑤
苦
情
な
ど
に
対
応
し
事
業
者
に
対

し
て
改
善
を
促
し
、
地
域
の
生
活
環
境

の
保
全
を
図
っ
て
い
く
決
意
で
あ
る
。

　

臭
い
は
出
さ
な
い
、
水
も
出
さ
な
い

と
い
う
話
で
進
ん
だ
が
、
恐
れ
て
い
た

臭
気
問
題
が
引
き
続
い
て
い
る
こ
と
を

心
配
し
以
下
伺
う
。

　

①
操
業
開
始
後
、
何
件
か
の
悪
臭
発

生
に
つ
い
て
の
通
報
が
あ
る
が
、
市
の

対
応
と
考
え
は
。

　

②
悪
臭
の
発
散
原
因
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。
ま
た
原
因
究
明
を
ど
の
よ

う
に
県
と
連
携
し
て
進
め
て
い
る
の
か
。

　

③
臭
気
問
題
に
つ
い
て
、
今
後
の
市

の
対
策
は
。

　

④
企
業
団
地
内
の
各
企
業
の
反
応
は
。

　

⑤
今
後
、
関
係
周
辺
住
民
を
し
っ
か

り
守
っ
て
い
く
市
の
決
意
は
。

　

各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
来
訪
者
に
対
す

る
聞
き
取
り
調
査
や
市
政
モ
ニ
タ
ー
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
も
と
に
観
光
基

本
計
画
の
進
捗
管
理
を
行
う
新
城
市
観

光
基
本
計
画
推
進
委
員
会
か
ら
の
意
見

を
い
た
だ
き
な
が
ら
評
価
分
析
を
行
っ

た
。

　

②
後
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
掲
げ

る
テ
ー
マ
は
「
未
来
（
あ
す
）
へ
は
ば

た
く　

し
ん
し
ろ
観
光
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
」
で
地
域
資
源
の
魅
力
度
の
向
上

を
は
じ
め
５
つ
の
基
本
方
針
の
さ
ら
な

る
推
進
を
目
指
す
も
の
。

　

本
市
の
魅
力
を
活
用
し
た
着
地
型
観

光
を
市
民
、
事
業
者
、
関
係
団
体
と
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
協
働
し
、
観
光
振

興
に
取
り
組
む
こ
と
を
重
要
課
題
と
位

置
づ
け
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

る
。

　
　
そ
の
ほ
か
の
質
問
項
目

・
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て

・
安
全
・
安
心
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

行
動
計
画
に
関
し
て

　

新
城
市
観
光
計
画
を
よ
り
具
体
化
し

た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
が
前
期
計
画
に

続
き
、
後
期
計
画
と
し
て
策
定
さ
れ
た

こ
と
か
ら
以
下
伺
う
。

　

①
前
期
計
画
に
よ
り
、
観
光
振
興
施

策
を
ど
の
よ
う
に
検
証
し
、
総
括
し
た

か
。

　

②
後
期
計
画
で
は
、
前
期
計
画
の
検

証
総
括
内
容
を
ど
う
生
か
す
の
か
。

　

産
業
振
興
部
長

　

①
前
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
「
奥

三
河
の
魅
力
を
引
き
出
す
観
光
拠
点
し

ん
し
ろ
お
も
て
な
し
プ
ラ
ン
」
と
し
て

平
成
25
年
度
か
ら
３
カ
年
の
具
体
的
な

活
動
計
画
と
し
て
策
定
し
た
。

丸山隆弘　議員

中西宏彰　議員

観光基本計画アクションプラン前期計画
の検証総括を後期計画でどう生かすか

産業廃棄物処理施設の操業における
悪臭被害について

後期では前期の課題を検証し、協働
による着地型観光を推進する

現場確認、臭気測定などを実施し、
問題があれば事業者に改善を促す
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ン
ト
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
は
そ
れ
ら

の
認
知
度
を
上
げ
、
多
く
の
講
座
を
開

催
し
防
災
に
対
す
る
意
識
づ
け
を
行
う
。

　

②
自
主
防
災
会
が
作
成
し
て
い
る
も

の
で
、
今
後
も
、
防
災
、
減
災
活
動
が

各
地
区
で
実
施
さ
れ
る
よ
う
お
手
伝
い

し
て
い
く
。

　

③
防
災
専
門
員

に
一
手
に
任
せ
る

の
で
は
な
く
、
地

域
住
民
が
支
え
合

い
な
が
ら
災
害
を

乗
り
越
え
ら
れ
る

よ
う
啓
発
し
て
い

く
。

　

建
設
部
長

　

④
平
成
14
年
度
か
ら
27
年
度
ま
で
の

実
績
は
、
耐
震
診
断
１
８
１
０
件
、
耐

震
工
事
65
件
、
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
０
件

だ
っ
た
。
平
成
32
年
度
ま
で
に
耐
震
化

95
％
を
目
標
に
新
た
な
施
策
の
検
討
を

行
っ
て
い
く
。

　

消
防
長

　

⑤
団
員
９
４
８
人
、
地
域
支
援
団
員

２
２
６
人
が
、
災
害
対
応
や
自
主
防
災

組
織
な
ど
と
連
携
を
取
っ
て
活
動
し
て

い
る
。
今
後
も
、
魅
力
的
な
消
防
団
づ

く
り
を
行
う
。

　
そ
の
ほ
か
の
質
問
項
目

・
包
括
支
援
に
つ
い
て

　

い
つ
ど
こ
で
災
害
が
起
こ
る
か
分
か

ら
な
い
。
そ
こ
で
、
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
以
下
伺
う
。

　

①
意
識
啓
発
の
状
況
と
今
後
の
対
策

は
。

　

②
防
災
マ
ッ
プ
の
進
捗
状
況
と
今
後

の
対
策
は
。

　

③
防
災
専
門
員
へ
の
現
状
対
応
と
今

後
の
考
え
は
。

　

④
耐
震
診
断
と
耐
震
工
事
、耐
震
シ
ェ

ル
タ
ー
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
対
策
は
。

　

⑤
消
防
団
組
織
の
実
態
と
活
動
実
態
、

今
後
の
活
動
は
。

　

総
務
部
長

　

①
防
災
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

　

環
境
部
長

　

①
被
害
届
と
し
て
文
書
で
提
出
さ
れ

た
も
の
が
２
件
あ
り
、
電
話
に
よ
る
苦

情
は
延
べ
22
件
、
実
人
数
は
10
人
で

あ
っ
た
。
内
容
の
ほ
と
ん
ど
が
今
臭
っ

て
い
る
の
で
現
場
で
確
認
し
て
ほ
し
い

と
い
う
も
の
で
、
苦
情
に
応
じ
施
設
の

状
況
や
作
業
内
容
を
確
認
し
て
い
る
。　

　

今
後
の
対
策
と
し
て
は
、
苦
情
が
あ

れ
ば
現
場
を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て

臭
気
測
定
を
実
施
す
る
。
測
定
の
結
果
、

規
制
基
準
に
適
合
し
な
い
場
合
は
改
善

勧
告
な
ど
を
行
い
、
適
合
し
て
い
る
場

合
で
あ
っ
て
も
改
善
指
導
を
行
う
な

ど
、
生
活
環
境
の
保
全
を
図
っ
て
い
く
。

　

②
市
の
強
制
力
を
持
っ
た
改
善
勧

告
、
改
善
命
令
は
悪
臭
防
止
法
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
規
制
基
準
に
適
合
し
て

い
る
現
在
の
状
況
に
お
い
て
、
社
長
の

発
言
を
担
保
と
し
て
操
業
停
止
や
撤
退

を
勧
告
す
る
状
況
で
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。

　

市
長

　

③
地
元
説
明
会
、
東
細
谷
工
場
な
ど

へ
は
私
自
身
の
考
え
に
よ
り
行
っ
て
い

な
い
。

　
そ
の
ほ
か
の
質
問
項
目

・
新
庁
舎
見
直
し
案
に
つ
い
て

・
市
内
で
安
心
し
て
子
育
て
し
、
老
後

も
送
れ
る
施
策
に
つ
い
て

　

八
名
地
区
の
産
廃
問
題
に
つ
い
て
、

今
年
４
月
か
ら
タ
ナ
カ
興
業
が
操
業
を

開
始
し
地
元
か
ら
「
悪
臭
が
発
生
し
て

い
る
」
と
被
害
届
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
以
下
伺
う
。

　

①
悪
臭
被
害
状
況
と
今
後
の
対
策

は
。

　

②
社
長
は
「
臭
う
よ
う
な
こ
と
が
あ

れ
ば
撤
退
す
る
」
と
表
明
し
て
い
る
こ

と
か
ら
操
業
停
止
・
撤
退
を
勧
告
す
べ

き
と
考
え
る
が
市
の
認
識
は
。

　

③
市
長
は
タ
ナ
カ
興
業
の
工
場
や
肥

料
の
現
場
へ
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
。

浅尾洋平　議員　

鈴木眞澄　議員

悪臭被害の現状を受け、今後どのよ
うな対策を行うのか

防災と災害対策の今後の対応は

規制基準に適合しない場合は改善勧
告を行っていく

防災の意識づけが大切
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交
付
金
の
増
収
が
見
込
め
な
く
な
る
。

　

②
委
託
料
や
工
事
請
負
費
な
ど
消
費

税
が
転
嫁
さ
れ
る
経
費
は
、
税
率
の
引

き
上
げ
が
先
送
り
に
な
る
こ
と
に
よ
っ

て
歳
出
予
算
が
抑
制
で
き
る
と
い
う
面

が
あ
る
。

　

③
国
内
消
費
の
落
ち
込
み
が
回
避
さ

れ
る
な
ど
景
気
悪
化
の
要
因
が
減
る
た

め
、
法
人
市
民
税
を
は
じ
め
市
税
収
入

が
上
向
く
可
能
性
が
あ
る
と
期
待
し
て

い
る
。

　

④
各
家
庭
に
お
け
る
生
活
費
の
負
担

増
は
当
面
回
避
さ
れ
る
が
、
社
会
保
障

の
財
源
と
し
て
見
込
ん
で
い
た
増
収
分

が
先
送
り
に
な
る
こ
と
で
、
社
会
保
障

充
実
策
の
実
現
が
難
し
く
な
る
。

　
そ
の
ほ
か
の
質
問
項
目

・
改
正
農
地
法
に
つ
い
て

・
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
に
つ
い
て

・
「
自
治
す
る
日
本
」
に
つ
い
て

　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
が
２
年
半
再

延
期
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
来
年
４
月

引
き
上
げ
を
前
提
と
し
た
対
応
を
し
て

い
る
さ
な
か
で
、
自
治
体
運
営
に
ど
の

よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
、
以
下
伺
う
。

　

①
本
年
度
予
算
お
よ
び
来
年
度
予
算

編
成
へ
の
影
響
は
。

　

②
事
務
事
業
・
行
政
運
営
へ
の
影
響

は
。

　

③
地
方
税
な
ど
へ
の
影
響
は
。

　

④
住
民
生
活
へ
の
影
響
は
。

　

総
務
部
長

　

①
本
年
度
の
影
響
は
、
今
の
と
こ
ろ

特
段
な
く
、来
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

は
、
市
町
村
へ
交
付
さ
れ
る
地
方
消
費
税

ア
ー
、
武
将
観
光
を
推
進
し
て
い
る
。

　

②
戦
国
絵
巻
三
部
作
の
イ
ベ
ン
ト
を

中
心
に
、
地
域
・
観
光
協
会
・
行
政
が

連
携
し
魅
力
発
信
に
寄
与
し
て
い
る
。

ま
た
、
長
篠
城
址
な
ど
の
関
連
施
設
の

連
携
を
含
め
、
武
将
観
光
は
一
定
レ
ベ

ル
に
到
達
し
て
い
る
と
評
価
し
て
い
る

が
、
一
方
で
、
地
域
全
体
で
の
お
も
て

な
し
と
い
う
点
で
は
十
分
で
な
い
と
い

う
評
価
も
し
て
い
る
。

　

来
年
の
大
河
ド
ラ
マ
「
お
ん
な
城
主

直
虎
」
の
縁
の
地
で
は
地
域
住
民
の
機

運
も
高
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
絶
好
の

機
会
と
し
て
近
隣
自
治
体
と
連
携
し
、

誘
客
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
の
質
問
項
目

・
湯
谷
温
泉
に
お
け
る
加
温
配
湯
施
設

に
つ
い
て

・
職
員
の
残
業
に
つ
い
て

　

武
将
観
光
に
つ
い
て
以
下
伺
う
。

　

①
武
将
観
光
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ

け
て
い
る
か
。

　

②
現
時
点
で
の
到
達
点
と
今
後
の
対

応
方
法
は
。

　

産
業
振
興
部
長

　

①
戦
国
武
将
の
足
跡
を
訪
ね
る
武
将

観
光
は
、
誘
客
の
テ
ー
マ
と
し
て
近
年

特
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。
長
篠
・
設
楽

原
の
戦
い
の
地
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ

て
い
る
市
の
観
光
誘
客
の
手
段
と
し
て

定
着
し
て
お
り
、
愛
知
県
も
武
将
観
光

を
推
進
し
て
い
る
。

　

市
に
お
い
て
も
広
報
、
誘
客
戦
略

と
し
て
地
域
資
源
を
活
用
し
た
歴
史
ツ

白井倫啓　議員

滝川健司　議員

武将観光の現時点での到達点は

消費増税の再延期で自治体運営にど
のような影響があるか

一定のレベルに到達していると評価
している

本年度の影響は、特段ない
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議案とは、議会の議決を経て、市または議会の意見を決定するため、
長または議員もしくは委員会が、議会に提出する案件のことです。

決まりました！！

桜
淵
い
こ
い
の
広
場
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

桜
淵
い
こ
い
の
広
場
内
の
笠
岩
橋
か

ら
の
飛
び
込
み
な
ど
、
禁
止
行
為
を
明

確
に
し
ま
し
た
。

◦
自
然
資
源
の
活
用
や
地
域
住
民
と
学

生
の
交
流
を
図
る
団
体
へ
の
補
助
金

　

作
手
の
見
代
地
区
発
電
所
跡
地
に
薪

ス
ト
ー
ブ
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
薪

作
り
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

◦
Ｂ
型
肝
炎
予
防
接
種
関
連
経
費

　

10
月
１
日
か
ら
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン

を
定
期
接
種
化
し
ま
す
。

　

対
象
は
、
平
成
28
年
４
月
１
日
以
降

に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
で
、
１
歳
ま
で

に
３
回
の
接
種
が
必
要
で
す
。

財
産
の
取
得

災
害
対
応
特
殊
水
槽
付
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
…
５
４
，
９
７
２
千
円

　

新
東
名
高
速
道
路
上
に
お
け
る
消
防

活
動
な
ど
の
水
利
確
保
対
策
と
し
て
、

通
常
装
備
に
加

え
消
火
薬
剤
混

合
水
に
よ
る
消

火
活
動
が
行
え

ま
す
。
ま
た
、

圧
縮
空
気
に
よ

る
圧
縮
空
気
泡

消
火
シ
ス
テ
ム

を
装
備
し

て
い
ま
す
。

◦
Ｄ
Ｏ
Ｓ
に
関
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作

成
経
費

　

新
城
ラ
リ
ー
、
ツ
ー
ル
・
ド
・
新
城

な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
そ
れ
に

訪
れ
た
人
が
観
光
に
つ
な
が
る
た
め
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
り
ま
す
。

※
Ｄ
Ｏ
Ｓ
：D

o O
utdoor Sports

◦
重
症
心
身
障
害
児
等
居
場
所
づ
く
り

事
業
委
託
料

　

子
育
て
支
援
の
充
実
と
し
て
、
重
症

心
身
障
害
児
な
ど
の
長
期
休
み
の
居
場

所
を
確
保
し
ま
す
。

　

６
月
定
例
会
は
６
月
10
日
か
ら
24
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

会
議
に
先
立
ち
、
４
月
９
日
に
ご
逝
去
さ
れ
た
夏
目
勝
吾
議
員

お
よ
び
熊
本
地
震
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
対
し
黙
と

う
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
条
例
の
一
部
改
正
や
補
正
予
算
な
ど
の
市
長
提
出
18
議
案
と
議

員
提
出
の
意
見
書
案
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
議
案
の
内
容

平
成
28
年
度

　

一
般
会
計
補
正
予
算

（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）
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議案とは、議会の議決を経て、市または議会の意見を決定するため、
長または議員もしくは委員会が、議会に提出する案件のことです。

議案番号 議　　　　案　　　　名 議決年月日 審議結果
報告1 専決処分事項の報告（工事請負契約金額の変更） ２8・６・１0 報告
報告2 専決処分事項の報告（和解及び損害賠償の額の決定） 〃 〃
報告3 専決処分事項の報告（損害賠償の額の決定） 〃 〃
報告４ 専決処分事項の報告（損害賠償の額の決定） 〃 〃
報告５ 専決処分事項の報告（和解及び損害賠償の額の決定） 〃 〃
報告６ 専決処分事項の報告（和解及び損害賠償の額の決定） 〃 〃
報告７ 平成２７年度新城市一般会計予算の継続費に係る繰越計算書 〃 〃
報告８ 平成２７年度新城市一般会計予算の繰越明許費に係る繰越計算書 〃 〃

104 新城市支給認定子どもの教育及び保育に係る利用者負担額に関する条例の
一部を改正する条例の一部を改正する条例の専決処分の承認 〃 承認

105 新城市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認 〃 〃
106 新城市税条例等の一部改正 ２８・６・２４ 原案可決

107 新城市の議会の議員及び長の選挙における自動車の使用等の公営に関する
条例の一部改正 〃 〃

108 新城市財産区特別会計の設置に関する条例の一部改正 〃 〃
109 新城市財産区管理会条例の一部改正 〃 〃
110 新城市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正 〃 〃
111 新城市公民館の設置及び管理に関する条例の一部改正 〃 〃
112 新城市桜淵いこいの広場の設置及び管理に関する条例の一部改正 〃 〃
113 新城市特定用途制限地域における建築物等の制限に関する条例の一部改正 〃 〃
114 平成２８年度新城市一般会計補正予算（第１号） 〃 〃
115 市有財産の無償譲渡 〃 〃
116 財産の取得 〃 〃
117 新城市黒田財産区管理会委員の選任 〃 同意
118 新城市庭野財産区管理会委員の選任 〃 〃
119 新城市湯谷園地の指定管理者の指定 〃 原案可決
120 市道の路線廃止 〃 〃
121 市道の路線認定 〃 〃

東三河広域連合議会議員の選挙 〃 選挙

意見１ 県立新城東高等学校と新城高等学校の統合校に「普通科」の存続を求める
意見書 〃 原案可決

議 決 結 果 一 覧

議
案
番
号

議　　　　案　　　　名

議
決
結
果

合計 議　　　　　　　　員　　　　　　　　名

賛
　
　
成

反
　
　
対

浅
尾
　
洋
平

柴
田
賢
治
郎

打
桐
　
厚
史

小
野
田
直
美

山
崎
　
祐
一

村
田
　
康
助

山
口
　
洋
一

下
江
　
洋
行

白
井
　
倫
啓

長
田
　
共
永

鈴
木
　
達
雄

滝
川
　
健
司

中
西
　
宏
彰

丸
山
　
隆
弘

鈴
木
　
眞
澄

加
藤
　
芳
夫

菊
地
　
勝
昭

110
家庭的保育事業等の設
備及び運営に関する基準
を定める条例の一部改正

原案
可決 14 1 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長
は
議
決
に
加
わ
ら
な
い

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

114 一般会計補正予算 原案
可決 14 1 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

120 市道の路線廃止 原案
可決 12 3 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × −

121 市道の路線認定 原案
可決 12 3 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × −

※○は賛成、×は反対、−は届け出による欠席。賛否については各議員からの報告をもとに公表します。

議 案 賛 否
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　新城駅前に駐車場や駐輪場を整備するための議案。　　　　　　　　（賛成多数により可決）

●第120・121号議案

市道の路線廃止・認定

白井 倫啓議員

　10年後、20年後のこのまちを考えたと
き、栄町線の拡幅事業、駅前の整備事業を
今回の計画そのまま進めるということは百
害あって一利なしと考え、反対する。

柴田 賢治郎議員

　暫定的な措置ながらも、新城駅南地区の
整備を進める必要があり、これにより新城
駅のアクセスが向上することは絶対的であ
ると考え、賛成する。　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（賛成多数により可決）

●第110号議案

新城市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部改正

浅尾 洋平議員

　保育の質が安全・安心なものになるか疑
問だ。専門職の仕事が非正規や無資格者に
置きかわっていくと、現場は崩壊し、結局
子どもたちにしわ寄せがいく。市独自の基
準をつくったり、正職員化を促進したり、
さらには政府に対しさらなる改善策を求め
てほしいと思い、反対する。

鈴木 眞澄議員

　本市のこども園には該当せず、対象施設
も限られている。また、保育士資格がなく
とも、保育士と同等の知識・経験を有する
ことなど制限もされている。
　子どもの安全と保育の質は下げることな
く、子育てしやすい社会、女性が働き続け
られる社会をつくると同時に、保育士の処
遇改善がされる内容であり、賛成する。

主 な 議 案 の 討 論 この様な理由で
賛成・反対しました

賛成反対

賛成反対

　　歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ31,524千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入
　歳出それぞれ25,104,476千円とする。
※「高速バス運行事業」について討論が行われました。この事業は平成27年度一般会計補
正予算で計上されましたが、国から交付金が交付されることが決まり、平成28年度当初
予算に重複計上されている経費を減額するものです。また、運行開始に伴う開会式および
PR関係経費の計上がありました。　　　　　　　　　　　　　　　（賛成多数により可決）

●第114号議案

平成28年度新城市一般会計補正予算（第1号）

浅尾 洋平議員

　人口増を目的に走るバスが、走る広告塔
になるという意味が分からないなどと市民
から声が出ている。初年度6,000万円、来年
度からは年間3,000万円も投じるようなバス
事業は中止し、子育て施策や高齢者の生活
充実策に使うべきだと訴え、反対する。

村田 康助議員

　今回の補正予算は、予算成立後に生じた
事案に対するものである。高速バス事業な
ど、素早く実施することが大切であり、賛
成する。　　　

賛成反対
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　愛知県教育委員会による「新城東高等学校」「新城高等学
校」の統合が2月に示されました。その後、5月に「普通科」
などを廃止し「総合学科」に一本化するという方向性が見
えてきました。
　これを受け市議会は、愛知県知事と愛知県教育委員会教
育長に、県立新城東高等学校と新城高等学校の統合校に「普
通科」の存続を求める意見書を提出しました。

県立新城東高等学校と新城高等学校の統合校に
「普通科」の存続を求める意見書

　愛知県教育委員会が今年2月に公表した県立高等学校教育推進実施計画により、新城市内に
ある２つの県立高校の統合が示され、その後、５月に開かれた新城地区高等学校構想策定委員
会で、統合校において「普通科」などを廃止し、「総合学科」に一本化するという方向性が見
えてきました。
　今後の生徒数の減少を考えますと、統合自体はやむを得ないと判断しますが、「普通科」の
廃止は、とても受け入れられません。統合校に、大学進学をめざせる「普通科」の名称及び機
能を存続・設置していただけるよう、強く要望します。

　以下に、理由を述べます。
　新城市内の県立高校は現在、新城高校、新城東高校、同作手校舎の2校1校舎体制となって
います。このうち新城東高校は、昭和47年に新城高校の普通科を独立させて設立した進学校
であり、これまでに多くの卒業生を送り出し、「普通科即ち大学進学」という認識が定着して
おります。
　また、1,053㎢という広大な新城北設楽地域から生徒が集まっている特殊性から、幅広い
学力の生徒が入学するという、他校にない特徴があります。4年制国公立大学合格実績は地元
大学を中心に高く、近隣の普通科高校以上の結果を出しています。
　そうした実情から、もし統合校に「普通科」の名称が消えるようなことになれば、大学進学
をめざす生徒の多くが地元の統合校を志望せず、今以上に豊橋や豊川の普通科高校に流出して
しまいます。若者の空洞化は言うに及ばず、過疎化にも拍車がかかり、山村振興をめざす新城
北設楽地域にとって、憂慮すべき事態となります。若者たちから可能性を奪うことにつながり
かねません。
　新城東高校と新城高校が地域で果たしてきた役割等を十分ご勘案の上、今回の統合校に、ぜ
ひとも「普通科」の名称及び機能を存続・設置していただけるよう、重ねて強く要望します。

　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出します。

　　平成28年6月24日
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛知県　新城市議会

愛知県知事　　　　　　　大　村　秀　章　　殿
愛知県教育委員会教育長　平　松　直　巳　　殿

意見書の提出
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委員会とは、議会の内部組織として、本会議における審議の予備的審査
調査機関として設置される審議機関のことです。

各委員長が、委員会活動について
分かりやすくお伝えするものです。

行
政
視
察
報
告

７
月
19
日（
火
）～
21
日（
木
）

　

茨
城
県　

常
総
市

●
鬼
怒
川
氾
濫
に
関
し
て

　

常
総
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

で
鬼
怒
川
氾
濫
の
状
況
と
経
験
上
の
ア

ド
バ
イ
ス
な
ど
対
応
策
、
ま
た
、
市
災

緊
急
通
報
業
務
視
察

～
東
三
河
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
～

　

５
月
16
日
（
月
）
東
三
河
全
域
の
緊

急
通
報
業
務
（
１
１
９
番
通
報
）
の
仕

組
み
と
各
消
防
署
へ
の
連
絡
方
法
を
視

察
し
ま
し
た
。
ま
た
、
豊
橋
市
消
防
本

　

総
務
消
防
委
員
会

委
員
●
村
田
康
助
、
打
桐
厚
史
、
丸
山
隆
弘
、
加
藤
芳
夫
、

　
　
　
中
西
宏
彰
、
菊
地
勝
昭

消防本部にて

南三陸町

委員会インフォメーション
i n f o r m a t i o n

部
で
は
、「
拠
点
機
能
形
成
車
（
災
害

時
に
会
議
室
や
宿
泊
可
能
に
な
る
大
型

車
両
）」
の
活
動
実
績
や
運
用
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

害
対
策
本
部
・
県
・
自
衛
隊
と
の
連
携

に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
新
城
市
で
の
類
似
想
定
事
項

を
明
確
に
し
て
、
災
害
対
応
に
取
り
組

む
必
要
性
を
決
意
し
ま
し
た
。

　　

宮
城
県
南
三
陸
町

●
復
興
支
援
に
つ
い
て

　

南
三
陸
町
役
場
で
現
在
の
復
興
状
況

と
現
地
の
状
況
な
ど
を
視
察
し
ま
し

た
。

　

復
興
に
向
け
て
南
三
陸
町
が
求
め
る

支
援
内
容
と
受
け
入
れ
態
勢
を
伺
い
、

当
時
の
自
治
体
機
能
の
被
災
状
況
か
ら

復
興
ま
で
を
学
び
ま
し
た
。
新
城
市
に

お
い
て
も
防
災
・
減
災
シ
ス
テ
ム
の
強

化
と
一
層
の
意
識
啓
発
活
動
の
必
要
性

を
感
じ
ま
し
た
。

　

総
務
省
消
防
庁

●
消
防
か
ら
見
た
災
害
へ
の
取
り
組
み

　

消
防
団
活
動
お
よ
び
全
国
の
災
害
に

お
け
る
防
災
組
織
の
活
動
事
例
に
つ
い

て
視
察
し
ま
し
た
。

　

大
災
害
時
に
消
防
団
員
な
ど
が
被

災
し
な
い
た
め
の
取
り
組
み
や
日
ご

ろ
の
訓
練
か
ら
身
を
守
る
術
を
養
う

重
要
性
。
ま
た
、
住
民
の
自
主
防
災
会

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
一
番
大
切
な

こ
と
だ
と
伝
え
る
必
要
性
を
学
び
ま
し

た
。
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委員会とは、議会の内部組織として、本会議における審議の予備的審査
調査機関として設置される審議機関のことです。

各委員長が、委員会活動について
分かりやすくお伝えするものです。

行
政
視
察
報
告

７
月
19
日（
火
）～
21
日（
木
）

画
を
策
定
し
ま
し
た
。
高
齢
者
に
対
し
、

ワ
ン
コ
イ
ン
バ
ス
を
走
ら
せ
て
外
出
を

促
進
し
た
り
、
就
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
い

て
社
会
参
加
を
呼
び
か
け
る
な
ど
、
ユ

ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

秋
田
県
横
手
市

●
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

視
察
し
ま
し
た
。
合
併
し
た
同
町
に
は
、

２
つ
の
市
立
病
院
を
含
め
４
つ
の
基
幹

病
院
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
核
に
「
在
宅

医
療
連
携
拠
点
事
業
」
を
始
め
て
い
ま

す
。

　

医
師
会
や
歯
科
医
師
会
、
薬
剤
師
会

　

秋
田
県
秋
田
市

　
　

●
中
高
一
貫
教
育

　

中
高
一
貫
教
育
を
実
践
す
る

秋
田
市
立
御
所
野
学
院
中
学
校
・

高
等
学
校
に
つ
い
て
、
設
立
の
経

緯
か
ら
教
育
理
念
、
特
色
、
成
果

と
課
題
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

平
成
11
年
に
御
所
野
学
院
中

学
校
を
新
設
し
、
翌
12
年
に
同
じ

敷
地
内
に
御
所
野
学
院
高
等
学

校
を
開
設
。
公
立
で
、
し
か
も

併
設
型
で
「
完
全
中
高
一
貫
校
」

を
目
指
す
、
全
国
で
も
珍
し
い
例

で
す
。　

　

し
か
し
高
校
進
学
の
段
階
で
、

ほ
か
の
有
名
進
学
校
に
流
出
す

る
な
ど
、
課
題
も
表
面
化
し
て
い

ま
し
た
。

●
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
テ
ィ

　
（
高
齢
者
に
や
さ
し
い
都
市
）

　

高
齢
者
を
対
象
に
し
た
予
防

医
学
や
買
い
物
難
民
対
策
な
ど

に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　

秋
田
市
は
、
平
成
25
年
度
に
エ

イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
テ
ィ
計

な
ど
と
も
連
携
を
密
に
し
、
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
に
連
絡
調
整
を

図
り
、
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
元
気

な
う
ち
に
自
分
自
身
に
つ
い
て
書
き
留

め
て
お
く
「
わ
た
し
の
覚
書
き
ノ
ー
ト
」

も
そ
の
１
つ
で
す
。

　

福
島
県
磐
梯
町

●
幼
小
中
一
貫
教
育

　

英
語
を
主
体
と
し
た
国
際
理
解
教
育

を
実
践
し
て
い
る
会
津
・
磐
梯
町
を
訪

ね
、
狙
い
や
成
果
な
ど
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

町
独
自
に
※
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
雇
い
、
２
人

体
制
で
小
中
学
校
だ
け
で
な
く
、
幼
稚

園
に
こ
ど
も
館
を
併
設
し
て
、
園
児
段

階
か
ら
独
自
な
英
語
教
育
を
実
践
し
て

い
ま
す
。

　

教
職
員
ら
が
自
主
的
に
教
材
を
作

り
、
英
語
を
中
心
に
「
教
育
の
ま
ち
・

磐
梯
」
と
し
て
大
き
な
成
果
を
上
げ
て

い
ま
し
た
。

※
Ａ
Ｌ
Ｔ
：
小
中
高
校
な
ど
英
語
の
授

業
で
日
本
人
教
師
を
補
助
す
る
外
国

人
。

　
　

 

厚
生
文
教
委
員
会

委
員
●
山
崎
祐
一
、
小
野
田
直
美
、
浅
尾
洋
平
、
長
田
共
永
、

　
　
　
鈴
木
達
雄
、
鈴
木
眞
澄
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委員会インフォメーション
i n f o r m a t i o n

行
政
視
察
報
告

７
月
4
日（
月
）～
6
日（
水
）

　

大
分
県
豊
後
高
田
市

●
昭
和
の
町
づ
く
り
に
つ
い
て

　

昭
和
の
町
づ
く
り
に
つ
い
て
視
察
し

ま
し
た
。
豊
後
高
田
市
は
全
国
の
市
町

村
同
様
、
中
心
市
街
地
が
寂
れ
、
そ
の

打
開
策
と
し
て
市
民
発
案
に
よ
る
「
昭

和
の
町
づ
く
り
」
を
進
め
、
年
間
40
万

人
も
の
観
光
客
が
訪
れ
る
ま
ち
に
な
っ

て
い
ま
す
。
開
発
に
取
り
残
さ
れ
た
昭

い
ま
す
。
新
城
市
に
お
い
て
も
、
み
や

ま
市
と
同
様
な
日
照
時
間
の
優
位
性
、

常
時
発
電
可
能
な
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
な
ど
を
ベ
ー
ス
に
す
れ
ば
、
自
治
体

売
電
会
社
設
立
に
可
能
性
を
感
じ
た
視

察
と
な
り
ま
し
た
。

　

福
岡
県
福
岡
市

●
福
岡
市
中
小
企
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

福
岡
市
で
は
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
振
興
推
進
プ
ラ
ン
を
視
察
し
ま
し

た
。
福
岡
市
は
、
１
５
０
万
人
都
市
で

和
30
年
代
初
期
の
街
並
み
を
生
か
す
こ

と
で
、
豊
後
高
田
市
を
発
信
し
、
市
内

観
光
客
の
増
加
も
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。　

　

商
店
街
の
後
継
者
問
題
、
滞
在
型
観

光
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
な
ど
残
さ
れ

た
課
題
は
あ
る
に
せ
よ
、
あ
る
も
の
を

生
か
す
と
い
う
市
民
・
行
政
の
努
力
は

見
習
う
べ
き
も
の
で
、
城
下
町
と
し
て

の
新
城
市
の
中
心
市
街
地
の
価
値
を
生

か
す
こ
と
で
の
可
能
性
を
感
じ
た
視
察

と
な
り
ま
し
た
。

　

福
岡
県
み
や
ま
市

●
み
や
ま
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー（
株
）

　

み
や
ま
市
で
人
口
減
に
歯
止
め
を
か

け
よ
う
取
り
組
ん
だ
の
が
、
日
本
初
の

自
治
体
に
よ
る
売
電
会
社
立
ち
上
げ
と

い
う
ビ
ジ
ネ
ス
で
し
た
。
売
れ
残
っ
て

い
た
工
場
造
成
地
に
市
内
40
社
と
共
同

で
建
設
し
た
太
陽
光
発
電
所
・
市
民
の

太
陽
光
発
電
の
電
力
を
、
公
共
施
設
、

企
業
、
市
民
に
売
電
し
、
そ
の
利
益
を

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
地
域
産
業
の

育
成
に
活
用
し
、「
住
ん
で
良
し
」「
子

育
て
し
て
良
し
」
の
ま
ち
を
目
指
し
て

あ
り
な
が
ら
、
行
政
と
し
て
小
規
模
事

業
者
に
対
す
る
き
め
細
か
な
対
応
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
資
金
、
人
材
、

商
品
開
発
力
な
ど
の
経
営
資
源
を
提

供
す
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
る
施

策
、
既
存
の
商
店
街
活
性
化
の
た
め
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
な
ど
幅
広
い
支
援
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
新
城
市
に
お
い

て
、
昨
年
度
の
花
巻
市
で
の
視
察
で
の

新
規
事
業
者
に
対
す
る
起
業
支
援
を
含

め
、
既
存
の
事
業
者
に
対
す
る
支
援
体

制
の
不
足
を
実
感
し
た
視
察
と
な
り
ま

し
た
。

経
済
建
設
委
員
会

委
員
●
山
口
洋
一
、
柴
田
賢
治
郎
、
下
江
洋
行
、
白
井
倫
啓
、

　
　
　
滝
川
健
司〈昭和の町〉昭和ロマン蔵前

〈売電会社みやまでんき〉左から2人目が民間登用の社長
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請求１ 請求２ 請求３

審査対象議員 山崎祐一議員 白井倫啓議員 加藤芳夫議員
審査請求書受理日 1月18日 2月22日 2月22日
審査請求議員 白井倫啓議員、加藤芳夫議員 山崎祐一議員、柴田賢治郎議員 山崎祐一議員、柴田賢治郎議員
審査会設置開始日 1月26日 4月15日 4月15日
審査結果報告書提出 6月23日 6月23日 6月23日
政治倫理審査会開催 11回 6回 6回

氏　名 交付額 支出額 返還額 主な使途

浅尾　洋平 150,000円 160,733円 0円 広報紙発行、文化会館使用料、新聞購入ほか

柴田賢治郎 150,000円 79,720円 70,280円 研修参加、コピー機リース料・コピー代

打桐　厚史 150,000円 62,855円 87,145円 研修参加、コピー機リース料・コピー代　

小野田直美 150,000円 148,234円 1,766円 広報紙発行、コピー機リース料ほか

山崎　祐一 150,000円 165,439円 0円 コピー機リース料、図書購入・新聞購入ほか

村田　康助 150,000円 228,111円 0円 研修参加、広報紙発行、コピー代ほか

山口　洋一 150,000円 61,630円 88,370円 研修参加、コピー機リース料・コピー代

下江　洋行 150,000円 65,209円 84,791円 広報紙発行、図書購入ほか

白井　倫啓 150,000円 171,191円 0円 研修参加、広報紙発行、コピー代ほか

長田　共永 150,000円 7,179円 142,821円 コピー機リース料

鈴木　達雄 150,000円 152,949円 0円 研修参加、図書購入、コピー代ほか

滝川　健司 150,000円 201,553円 0円 研修参加、コピー機リース料・コピー代

中西　宏彰 150,000円 62,132円 87,868円 研修参加、コピー機リース料・コピー代

丸山　隆弘 150,000円 118,647円 31,353円 広報紙発行、コピー機リース料ほか

鈴木　眞澄 150,000円 7,260円 142,740円 コピー機リース料・コピー代

加藤　芳夫 150,000円 147,043円 2,957円 研修参加、広報紙発行、コピー代ほか

菊地　勝昭 150,000円 61,079円 88,921円 研修参加、コピー機リース料

夏目　勝吾 150,000円 7,179円 142,821円 コピー機リース料

　政務活動費とは、議員の調査研究そのほかの活動に資するため必要な経費の一部として、その議会に
おける会派または議員に対し、交付することができる金銭的給付のことです。

（平成27年4月～平成28年3月分）

※詳細についてはホームページでご覧ください。

　新城市議会政治倫理条例第３条８号、「嫌がらせ、強制、圧力をかける行為その他人権侵害のおそれ
のある行為をしないこと」の遵守を怠ったためとして、以下３件が提出されました。政治倫理条例に基
づき、以下の委員により行われました。審査経過と結果は、市議会ホームページをご覧ください。
●委員長：丸山隆弘、●副委員長：小野田直美、●委員：村田康助、山口洋一、滝川健司、菊地勝昭

政治倫理審査会の報告

平成27年度政務活動費
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お知らせ

★
夏
は
成
長
の
時
期
！
★

　

夏
休
み
の
期
間
中
、
子
ど
も
た
ち

の
た
め
の
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
市
内

で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

子
ど
も
た
ち
を
地
域
で
育
て
た
い
と

い
う
思
い
の
表
れ
だ
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
イ
ベ
ン
ト
そ
れ
ぞ
れ
に
地
域
色

を
持
っ
て
お
り
、
子
ど
も
や
親
御
さ

ん
に
地
域
を
知
っ
て
も
ら
う
良
い
機

会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
を
世
界
に
連
れ
て
行
く
の
も
い
い

で
す
が
、
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
イ
ベ
ン

ト
や
場
所
に
連
れ
て
行
き
、
自
分
た

ち
ら
し
さ
を
深
め
る
そ
ん
な
体
験
も

し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
柴
田
賢
治
郎
）

■
編
集
委
員

　

委
員
長
／
丸
山
隆
弘

　

柴
田
賢
治
郎　

打
桐
厚
史

　

小
野
田
直
美　

鈴
木
達
雄

●
ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
議
会
事
務
局
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

 ［
電  

話
］
０
５
３
６

−

２
３

−

７
６
５
７

 ［
メ
ー
ル
］gikai@

city.shinshiro.lg.jp

議
会
基
本
条
例

　
　
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加

　

平
成
18
年
５
月
18
日
、
北
海
道
栗
山

町
議
会
が
全
国
初
の
議
会
基
本
条
例
を

制
定
し
て
か
ら
10
年
経
過
し
、
現
在
ま

で
に
８
０
０
近
く
の
議
会
が
基
本
条
例

を
制
定
・
運
用
し
て
い
ま
す
。
新
城
市

議
会
基
本
条
例
も
、
平
成
23
年
９
月
21

日
に
施
行
し
て
５
年
を
迎
え
ま
す
。

　

５
月
18
日
（
水
）、「
第
１
０
０
回
東

京
財
団
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
東
京
の
日
本

財
団
ビ
ル
で
開
か
れ
、
議
会
運
営
委
員

会
委
員
と
正
副
議
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

市
民
参
加
と
情
報
公
開
の
仕
組
み
と

な
る
３
つ
の
必

須
要
件
①
議
会

報
告
会
②
請
願
・

陳
情
者
の
意
見

陳
述
③
議
員
間

の
自
由
討
議
を

掲
げ
る
「
議
会

基
本
条
例
・
東

京
財
団
モ
デ
ル
」

に
つ
い
て
、
千

葉
茂
明
氏
（
月

刊
ガ
バ
ナ
ン
ス

編
集
長
）
ほ
か
、

中
尾
修
氏
（
元

北
海
道
栗
山
町
議
会
事
務
局
長
）、
江
藤

俊
昭
氏
（
山
梨
学
院
大
学
教
授
）、
廣
瀬

克
哉
氏
（
法
政
大
学
教
授
）
に
お
け
る

報
告
と
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

条
例
の
10
年
間
の
役
割
に
つ
い
て

　
「
議
会
へ
の
住
民
参
加
が
当
然
視
さ
れ

て
き
た
こ
と
が
大
き
な
変
化
。
住
民
の

権
利
が
条
例
の
中
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

議
会
報
告
会
で
は
、
住
民
に
意
思
決
定

に
至
る
プ
ロ
セ
ス
を
伝
え
る
こ
と
が
必

要
」「
議
員
間
討
議
を
す
る
こ
と
で
新
た

な
論
点
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

議
会
報
告
会
の
意
義
は
そ
こ
に
あ
る
」

10
年
間
で
議
会
へ
の
住
民
参
加
は
進
ん
だ
か

　
「
議
会
は
変
わ
っ
た
と
感
じ
て
も
、
住

民
は
さ
ほ
ど
感
じ
て
い
な
い
。
議
会
か

ら
住
民
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
」

今
後
の
議
会
改
革
の
課
題
は

　
「
不
断
の
条
例
見
直
し
の
検
討
は
必
要

で
、
市
民
に
そ
の
過
程
を
見
て
い
た
だ

く
こ
と
が
必
要
」

　

新
城
市
議
会
基
本
条
例
に
よ
り
市
議

会
が
住
民
の
期
待
に
十
分
応
え
ら
れ
て

い
る
の
か
、
検
証
が
必
要
と
感
じ
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
丸
山
隆
弘
）

市
民
ま
ち
づ
く
り
集
会

　

11
月
27
日（
日
）、
第
５
回
市
民
ま
ち

づ
く
り
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

市
民
ま
ち
づ
く
り
集
会
と
は
、
ま
ち

づ
く
り
の
担
い
手
で
あ
る
市
民
、
議
会

お
よ
び
行
政
が
一
堂
に
会
し
、
意
見
を

交
換
し
情
報
・
意
識
の
共
有
を
図
る
た

め
に
開
催
す
る
も
の
で
す
。
今
回
は
企

画
の
段
階
か
ら
議
会
代
表
者
３
人
（
白

井
、
小
野
田
、
打
桐
）
が
参
加
し
、
市

民
や
行
政
と
共
に
意
見
交
換
や
提
案
を

し
な
が
ら
作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

（
小
野
田
直
美
）

■
９
月
定
例
会
日
程
（
予
定
）

８
月
30
日　

本
会
議
第
１
日

９
月
５
日　

本
会
議
第
２
日 

※
中
継

　
　

６
日　

本
会
議
第
３
日 

※
中
継

　
　

７
日　

本
会
議
第
４
日　

　
　

８
日　

総
務
消
防
委
員
会

　
　
　
　
　

厚
生
文
教
委
員
会

　
　

９
日　

経
済
建
設
委
員
会

　
　
　
　
　

予
算・決
算
委
員
会（
予
算
）

　
　

12
日　

予
算・決
算
委
員
会（
決
算
）

　
　

16
日　

本
会
議
第
５
日

■
視
察
報
告
会

　

８
月
30
日
本
会
議
第
１
日
終
了
後
に

議
場
で
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
お

越
し
く
だ
さ
い
。


